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パ ー ト １８

玉 城 字 船 越
しまジマ

散 歩

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
・

日
常
生
活
支
援
事
業
・

子
育
て
支
援
事
業
は
、

女
性
会
員
の
就
業
率
向

上
と
現
役
世
代
の
人
手

不
足
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

エ
コ
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
「
汚

泥
醗
酵
堆
肥
・
く
が
に

一
号
」
の
生
産
販
売
等

増
産
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。会

員
の
知
識
・
技
術
・

技
能
を
活
か
し
た
玉
城

青
少
年
の
家
の
指
定
管

理
事
業
で
は
、
児
童
・

生
徒
を
中
心
と
し
た
宿

泊
訓
練
や
野
外
活
動
、

体
験
活
動
及
び
そ
の
他

研
修
会
を
開
催
し
、
多

様
な
教
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
学
習
事
業

を
展
開
し
、
会
員
の
就

業
拡
大
、
シ
ル
バ
ー
事

業
の
普
及
啓
発
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

一
般
労
働
者
派
遣
事

業
は
、
約
５
０
０
万
円

の
契
約
金
額
で
し
た
が
、

新
年
度
は
、
就
業
開
拓

員
及
び
役
職
員
が
積
極

的
に
派
遣
事
業
の
就
業

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度

は
、
安
全
・
適
正
就
業

を
を
第
一
に
推
進
し
た

い
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の

事
故
発
生
、
不
適
正
就

業
は
社
会
的
信
用
を
無

く
し
、
シ
ル
バ
ー
事
業

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
前
年
度

に

引

き

続

き

一

会

員

「
一
会
員
拡
大
」
と
一

会
員
「
一
就
業
拡
大
」

を
さ
ら
に
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
の
各

事
業
と
各
種
就
業
を
継

続
展
開
す
る
と
と
も
に
、

会
員
の
社
会
参
加
活
動

で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
参
加
す
る
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、

南
城
市
の
限
り
な
い
ご

発
展
並
び
に
会
員
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
理
事
長
の
挨
拶
と
し

ま
す
。

玉
城
字
船
越
は
、
天
孫
子
の
ひ
孫
に
あ
た
る

百
名
大
主
の
六
男
船
越
按
司
に
よ
っ
て
創
建
さ

ひ
ゃ
く
な

う
ふ
す
ー

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
船
越
グ
ス
ク
を
築
い
た
按
司
は
、

玉
城
按
司
の
四
男
と
も
、
糸
数
按
司
の
長
男
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
字
船
越
で
最
も
古
い
３
門
中
は
川
増
家

か
ー
ま
し

（
国
元
）
・
富
才
家
（
祝
女
元
）
・
玉
那
覇
家

ふ

せ
ー

ぬ

る

む
と
ぅ

た
ん

な

は

（
嶽
元
）
で
、
糸
数
按
司
系
の
子
孫
で
あ
る
と

た
き
む
と
ぅ

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
家
の
神
屋
に
は
、

か
み
や
ー

毎
年
ミ
ー
メ
ー
綱
引
き
と
、
村
拝
み
の
時
に
は
、

必
ず
参
拝
し
て
い
ま
す
。

創
建
当
時
の
船
越
集
落
は
、
現
在
の
船
越
集

落
後
方
の
上
山
、
「
上
間
之
殿
」
と
「
船
越
城
」

い
ー
や
ま

い
ー

ま

ぬ

と
ぅ
ん

ふ
な
く
し
ぐ
し
く

跡
と
の
中
間
「
立
ち
口
世
鎖
り
の
火
の
神
」
あ

た

ぐ
ち
ゆ
ー

ぐ
さ
い

ひ

ぬ

か
ん

た
り
に
定
め
た
と
い
い
ま
す
。

近
世
に
は
、
集
落
前
方
の
広
大
な
原
湿
地

（
沼
地
）
が
開
墾
に
よ
っ
て
水
田
と
な
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
上
山
に
あ
っ
た
集
落
は
、
農
耕
に

便
利
な
現
在
の
地
へ
移
動
し
ま
し
た
。

字
船
越
は
、
先
の
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
、

被
害
を
被
っ
た
も
の
の
、
立
派
な
石
垣
囲
い
の

屋
敷
な
ど
、
戦
前
の
面
影
が
一
部
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
明
治
期
の
『
上
杉

県
令
巡
回
日
誌
』
の
中
に
、
島
尻
地
方
で
一
番

の
農
民
と
紹
介
さ
れ
た
上
門
家
が
あ
り
ま
す
。
上
門
家
の

屋
敷
囲
い
は
琉
球
石
灰
岩
で
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
、
正
面

に
は
、
立
派
な
石
門
と
大
き
な
ヒ
ン
プ
ン
（
中
国
語
の

「
ひ
ん
ぷ
ん
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
家
の
門
の
内
側

に
あ
る
目
隠
し
、
魔
除
け
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
）
が
あ

り
、
見
事
な
門
構
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
建
設
に
は
、

多
く
の
石
工
や
人
夫
を
動
員
し
、
一
年
以
上
か
か
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
の
西
側
と
後
方
に
は
石
畳
道

も
残
っ
て
お
り
、
昔
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
垣
に
は
石
敢
當
が
は
め
込
ま
れ
る
な
ど
、
珍
し

い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

現
在
の
字
船
越
は
、
ア
パ
ー
ト
や
他
地
区
か
ら
の
移
住

者
が
増
え
、
人
口
１
９
５
６
人
（
男
９
９
４
人
、
女
９
６

２
人
）
、
世
帯
数
６
６
４
世
帯
、
市
内
で
は
佐
敷
字
津
波

古
に
次
ぐ
2
番
目
に
大
き
い
区
と
な
り
ま
し
た
。

（
話
し

湧
上
洋
氏

聞
き
と
り

屋
我
和
枝
）

《
安
全
・
適
正
就
業
第
一
》

会
員
と
就
業
の
拡
大
へ

各
会
員
の
取
り
組
み
期
待

平
成
29
会
計
年
度
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
度
は
行
政
、
議
会
、

市
民
、
南
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
、

事
務
局
職
員
、
玉
城
青

少
年
の
家
職
員
そ
し
て

関
係
者
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
事
業

実
績
は
、
会
員
数
が
新

入
会
員
47
名
増
の
３
０

４
名
、
契
約
金
額
は
４

３
０
万
円
増
の
１
億
２

千
４
０
０
万
円
、
就
業

延
べ
人
員
は
４
５
０
人

日
増
の
２
万
４
５
０
人

日
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
就
業
率
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

前
年
度
を
下
回
り
ま
し

た
。平

成
28
年
度
4
月
か

の
独
自
事
業
が
、
前
年

度
を
大
き
く
上
回
り
、

会
員
の
就
業
増
に
繋
が

り
ま
し
た
。

介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む

新年早々 グランドゴルフを楽しむ 玉城青少年の家

ま
た
、
市
役

所
新
庁
舎
建

設
現
場
で
の

伐
採
樹
木
裁

断
就
業
で
は
、

我
が
シ
ル
バ
ー

会
員
に
よ
る

抜
群
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
取
り

扱
い
技
術
が

発
揮
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の

裁
断
樹
木
は

エ
コ
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ

チ
ッ
プ
製
品

平
成
28
年
度
か
ら
開

始
し
た
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
事
業
は
、

女
性
会
員
が
市
内
高
齢

者
の
生
活
支
援
を
1
時

間
と
限
ら
れ
た
中
で
、

買
い
物
、
室
内
清
掃
、

話
し
相
手
、
調
理
、
ゴ

ミ
出
し
等
を
行
い
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
と
の

関
わ
り
の
中
で
、
ご
み

分
別
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
、
栄
養
の
あ
る

食
事
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
話
し
相
手
が

出
来
て
心
強
く
な
っ
た

等
々
支
援
の
効
果
は
徐
々

に
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
国
が

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年

を
目
途
に
重
度
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
、
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
す
も
の

で
す
。

高
齢
者
が
元
気
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
我
が
セ
ン
タ
ー
も

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

（
公

社

）

全

国

有

料

ホ

ー

ム

協

会

第
14

回

シ

ル

バ

ー

川

柳

入
選

作

☆

い

び

る

な

ら

遺
言

書

き

換

え

倍

返

し

☆

つ

ま
ず

い

て

足

元

み

れ

ば

何

も

な

し

☆

粗

大

ゴ

ミ

そ

う

言

う

妻

は

不

燃

物

☆

元

酒

豪

今

は

シ

ラ

フ

で

千

鳥

足

☆

恐

妻

を

天

使

に

変

え

た

認

知

症

。

う
ち
な
ー
グ
チ
に
は
、
次
の
よ
う
に
同
じ
文
字
、
同
じ

発
音
で
意
味
が
全
く
異
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の

「
カ
ミ
」
も
そ
う
で
す
ね
、
あ
ゝ
面
白
い
！

・
カ
ミ
ア
チ
ネ
ー

頭
に
タ
ラ
イ
等
を
載
せ
魚
な
ど
を
売
り
歩
く
商
い

・
カ
ミ
ジ
ャ
ク

・
カ
ミ
ヌ
ク
サ
ー

・
カ
ミ
ム
ン

食
べ
ご
ろ

食
べ
残
し

食
べ
物

・
カ
ミ
ダ
ー
リ

神
霊
の
祟
り
な
ど
で
恍
惚
状
態
に
な
る
こ
と

・
カ
ミ
ー
ン

・
カ
ミ
ザ

〈
杯
な
ど
を
〉
受
け
る

上
座

・
カ
ミ
ン
チ
ュ

神
に
仕
え
る
人
、
ム
ラ
や
門
中
で
祭
祀
を
司
る
人

・
カ
ミ
ー

係
り

役
目
（
や
く
み
と
も
い
う
）

あ
ゝ
愛
し
の
う
ち
な
ー
グ
チ

パ

ー

ト

10

編

集

後

記

今
年
度
は
、
本
セ
ン
タ
ー
が

発
足
し
て
十
年
目
の
節
目
で
あ

る
。
組
織
整
備
や
事
業
の
拡
大

を
図
り
、
今
日
の
発
展
を
み
た
。

そ
れ
は
、
大
湾
理
事
長

以
下
、
役
職
員
及
び
会
員

が
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
結

果
で
あ
る
。
更
に
英
知
を

結
集
し
、
次
に
繫
げ
る
ス

テ
ッ
プ
の
年
に
し
た
い
。

中
村
正
賢

わった～
がんじゅう隊

友
人
が
増
え
共
に

働
け
る
事
が
う
れ
し
い

宮
城
一
夫
さ
ん

佐
敷
班

毎
日
出
か
け
る
こ
と
の

充
実
感
が
あ
る

狩
俣
重
光
さ
ん
佐
敷
班

役
に
立
て
る
就
業
が

で
き
て
心
晴
れ
や
か

新
垣
正
子
さ
ん
大
里
班

働
く
こ
と
で
体
が

軽
く
元
気
に
な
っ
た

玉
城
信
夫
さ
ん
佐
敷
班

見事な門構えの上門家

上門家西側の石畳道



（２面）平成２９年５月１日（月） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０１９号（７面）平成２９年５月１日（月） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０１９号

◯
第
５
回
理
事
（
書
面
）
会

平
成
29
年
１
月
30
日
（
月
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

報
告
第
1
号

12
月
度
の
事
業
実
績
報
告

◯
第
６
回
理
事
会

平
成
29
年
２
月
23
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

第
２
号
議
案

平
成
28
年
度
第
2
回
補
正
予
算
案

第
３
号
議
案

遊
休
地
活
用
｛
く
が
に
1
号
｝
事
業

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

1
月
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
4
号

平
成
29
年
度
国
庫
補
助
金
要
求
額

報
告
第
５
号

農
地
賃
貸
借
契
約
締
結
（
農
園
事
業
用
地
）

◯
第
7
回
理
事
会

平
成
29
年
3
月
23
日
（
木
）

第
1
号
議
案

正
会
員
の
入
会
承
認

第
２
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
計
画
案

第
３
号
議
案

平
成
29
年
度
予
算
案

第
4
号
議
案

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
出
要
綱
案

報
告
第
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況
報
告

報
告
第
２
号

２
月
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
事
業
実
績
報
告

報
告
第
4
号

遊
休
地
活
用
｛
く
が
に
1
号
｝
事
業

（
初
期
投
資
経
費
に
つ
い
て
説
明
）

平
成
29
年
度
定
時
総
会

日
時
・
5
月
31
日
（
水
）
午
後
2
時

場
所
・
南
城
市
中
央
公
民
館

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
揃
っ
て

総
会
に
出
席
し
ま
し
ょ
う

28
年
度

理

事

会

の

動

き

グ

ラ

フ

で

見

る

動

き

平

成

28

年

度

4
月
～
翌
年
３
月

平成28年度

会 員 意 識
アンケート調査結果

※ 対象者：正会員50人
（新規入会30人2年以内20人）
※調査の方法：対面調査
※発注者アンケート結果は、次回

に掲載予定



（４面）平成２９年５月１日（月） (公社 )南城市シルバー人材センター広報 第０１９号（５面）平成２９年５月１日（月） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０１９号

仕 事 の 風 景
シルバーは地域生活応援隊

懇 切 丁 寧 が モ ッ ト ー で す

草刈り払い機取り扱い講習会 常に安全点検に注意して

乗用草刈り機の講習会 周囲も地面の状況も注意して 安全・ 適正就業講習会 受講姿勢・態度も一級です

緻密な家屋の補修作業は依頼者からも好評です伐採樹木の処理も手際よく

ハイ草刈り機の取り扱いは～

斎場御嶽の駐車場整理

チェンソーの扱いは？ 介護講習会（車椅子移動） 介護講習（はいアーンして）

やっぱり安全講習は必要だね！

親切・丁寧に高齢者生活支援
サンサンビーチのチケット管理



（６面）平成２９年５月１日（月） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０１９号（３面）平成２９年５月１日（月） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０１９号

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
独
自
事
業
で

あ
る
グ
リ
ー
ン
エ
コ
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
通
称

＝
エ
コ
セ
ン
タ
ー
）
が
今

嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い

ま
す
。
南
城
市
観
光
振
興

将

来

拠

点

地

整

備

工

事

（
新
庁
舎
）
に
伴
う
伐
開

作
業
で
出
て
く
る
原
木
が

連
日
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
に

搬
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
処
理
に
大
わ
ら
わ
で

す
。南

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
独
自
事
業
は

極
め
て
順
調
に
歩
ん
で
い

ま
す
。
独
自
で
開
発
し
た

「
く
が
に
1
号
」
は
農
林

水
産
大
臣
認
可
の
発
酵
堆

肥
と
し
て
多
く
の
市
民
か

ら
称
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
運
び
込

ま
れ
る
4
ト
ン
の
汚
泥
を

活
用
し
、
生
産
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

当

セ

ン

タ

ー

で

は

、

「
く
が
に
1
号
」
の
他
に

「
腐
葉
土
」
「
堆
積
腐
葉

敷
き
草
代
わ
り
の
「
原
木

チ
ッ
プ
」
を
袋
づ
め
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
敷
き
草

代
わ
り
の
原
木
チ
ッ
プ
は

い
ず
れ
土
と
融
合
し
て
腐

葉
土
化
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
軽
ト
ラ
1
台
で

１
㎥
（
８
０
０
円
分
）
積

め
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

更
に
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
堆
肥
生
産

の
効
率
化
を
目
指

し
て
「
生
産
の
ラ

イ
ン
化
、
自
動
化
」

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
一
度
他
の

生
産
ラ
イ
ン
で
活

躍
し
、
解
体
廃
棄

さ
れ
る
中
古
機
材

を
再
利
用
す
る
た

め
、
シ
ル
バ
ー
会

員
の
知
恵
と
技
術

で
立
派
に
甦
ら
せ

ラ
イ
ン
化
に
役
立

た
せ
る
た
め
、
日
々

鋭
意
努
力
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た

嬉

し

い
悲

鳴

続

く

エ
コ
チ
ッ
プ
伐
採
樹
木
活
用

新

庁

舎

建

設

が

後

押

し

び
市
当
局
の
ご
指
導
の
下
、

市
内
の
休
耕
農
地
を
借
り
受

け“

白
髪
染
め
薬
草
ヘ
ナ
並

び
に
台
湾
コ
マ
ツ
ナ
ギ
”
を

栽
培
し
先
端
枝
葉
を
乾
燥

（
別
企
業
）
し
白
髪
染
め
原

料
と
し
て
本
土
メ
ー
カ
ー
に

出
荷
す
る
試
み
を
実
践
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

植
栽
は
、
知
念
字
山
里
新

垣
原
の
借
地
を
予
定
、
現
在
、

植
栽
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
は
当
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
先
行
実
施
し
、

軍
雇
用
員
、
大
工
仕
事
、

自
宅
の
庭
木
の
剪
定
を
楽

し
み
な
が
ら
、
畑
仕
事
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ユ
ン
タ
ク
を

し
な
が
ら
楽
し
く
仕
事
が

で
き
な
い
か
?
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
友

人
た
ち

が

、
シ
ル
バ
ー
で

楽
し
く
就
業
し
て
い
る
の

を
み
て
、
平
成
29
年
4
月

に
入
会
し
ま
し
た
。

川
端
さ
ん
は
、
十
代
か

ら
現
在
ま
で
、
六
十
数
年

卓
球
を
続
け
、
今
も
南
城

市

卓

球

ク

ラ

ブ

に
所
属
、

そ

の

実

力

は

島

尻
大
会
で
優
勝
、
準
優
勝

を
各
２
回
す
る
等
、
輝
か

し
い
成
績
を
残
し
、
ま
た
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
65
歳
以

上
の
部
で
沖
縄
県
代
表
と

し
て
九
州
大
会
に
も
出
場

し
て
い
ま
す
。

６
年
前
に
は
、
南
城
市

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

川
端
さ
ん
は
、
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

三
宅
義
信
選
手
の
重
量
挙

げ
を
観
戦
し
小
さ
な
体
で

踏
ん
張
る
姿
に
感
動
し
た

そ
う
で
す
。
自
身
、
体
が

弱
く
身
長
も
１
４
９
セ
ン

チ
し
か
な
か
っ
た
。
10
代

の
頃
自
分
に
も
何
か
出
来

る
の
で
は
?
と
重
量
挙
げ

に
挑
戦
、
練
習
に
明
け
暮

れ
る
日
々
を
過
ご
し
百
キ

ロ
ま
で
持
ち
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
自

信
が
現
在
の
彼
を
支
え
続

け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
（
聞
き
手

屋
我
和
枝
）

会

員

さ

ん

登

場

川

端

盛

仁

さ

ん
玉
城
班

（
趣
旨
）

第
1
条

こ
の
要
綱
は
、
公
益

社
団
法
人
南
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
23
条

第
1
項
の
規
定
に
係
る
理
事

及
び
監
事
候
補
者
の
選
出
方

法
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
推
薦
）

第
2
条

理
事
及
び
監
事
候
補

者
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
第

4
条
に
定
め
る
選
考
委
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
理
事
及
び

監
事
候
補
者
選
考
委
員
会

（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
正
会
員
お
よ
び

特
別
会
員
の
う
ち
か
ら
候
補

者
を
選
考
し
、
理
事
会
の
承

認
を
得
て
、
こ
れ
を
総
会
に

推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

（
選
考
基
準
）

第
3
条

理
事
及
び
監
事
候
補

者
の
推
薦
は
、
公
益
社
団
法

人
南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
知
識
及
び
経

験
を
有
し
、
次
の
基
準
を
満

た
す
も
の
と
す
る
。

（
１
）
正
会
員
に
あ
っ
て
は
、

原
則
と
し
て
2
年
以
上
の
会

員
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
正
会
員
理
事
の
候
補

者
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
８

名
以
内
の
推
薦
と
な
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

（
3
）
特
別
会
員
理
事
の
候

補
者
は
、
特
別
会
員
の
中

か
ら
4
人
以
内
の
推
薦
と

な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
4
）
女
性
の
登
用
を
図
る

た
め
、
積
極
的
に
女
性
会

員
の
推
薦
に
努
め
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

〈
5
〉
正
会
員
理
事
及
び
監

事
候
補
者
を
再
任
選
考
す

る
と
き
は
、
理
事
及
び
監

事
の
職
が
3
期
6
年
を
超

え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
6
）
監
事
候
補
者
の
選
考

に
あ
っ
て
は
、
候
補
者

相
互
の
選
考
に
同
意
す
る

旨
の
了
解
を
得
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

（
委
員
会
）

第
4
条

委
員
会
は
、
次
の

各
号
の
委
員
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

（
1
）
理
事
長

（
2
）
副
理
事
長

（
3
）
地
域
班
長
4
名

（
4
）
そ
の
他
理
事
長
が
推

薦
す
る
者
2
名

２

委
員
の
任
期
は
、
次
期

理
事
及
び
監
事
が
選
任
さ

れ
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

理

事

及

び

監

事

候

補

者

選

出

要

綱

制

定

平
成
29
年
度
は
理
事
及

び
監
事
の
改
選
期
に
あ
た

り
、
定
時
総
会
に
向
け
て

次
期
理
事
及
び
監
事
候
補

者
の
選
出
が
必
要
な
た
め
、

「
理
事
及
び
監
事
候
補
者

選
出
要
綱
」
を
平
成
29
年

3
月
23
日
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
決
定
。
同

日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

同
要
綱
に
よ
り
4
月
20

日
第
1
回
理
事
及
び
監
事

候
補
者
選
出
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
互
選
の
結
果
、

委
員
長
に
中
村
正
賢
理
事

を
選
出
。
早
速
、
次
期
理

事
及
び
監
事
候
補
者
の
選

出
に
向
け
て
検
討
に
入
り

ま
し
た
。
協
議
の
結
果
第

2
回
委
員
会
を
4
月
25

日

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
。

同
日
ま
で
に
各
委
員
が
次

期
理
事
及
び
監
事
候
補
者

を
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
す
る
こ

と
に
し
、
第
2
回
委
員
会

で
は
、
各
委
員
か
ら
推
薦

の
あ
っ
た
理
事
及
び
監
事

候
補
者
の
中
か
ら
正
会
員

理
事
候
補
者
８
名
、
特
別

会
員
理
事
候
補
者
3
名
、

正
会
員
監
事
候
補
者
1
名
、

特
別
会
員
監
事
候
補
者
1

名
を
選
出
、
理
事
会
に
推

薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
様
な
選
出
方

法
は
、
今
回
か
ら
初
め
て

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
農
場
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

◎
◎

新

ほ

場

へ

移

転

◎
◎

中古機材を創意工夫で再利用に取り組む会員

そ
の
後
に
市
内
の
希
望
農
家

に
苗
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

新
事
業
の
展
開
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

エコチップ化された伐採樹木

白髪染めの原料「ヘナの挿し木苗」

保
育
園
児
や
学
童
の
食
育
や

勤
労
体
験
学
習
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
き
た
玉
城
青
少
年
の

家
（
当
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
）

の
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
が
市
内

玉
城
字
垣
花
か
ら
知
念
字
山
里

新
垣
原
の
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
薬
草
栽
培
予
定
地
の
一

角
に
移
転
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
は
、
市

内
の
、
木
の
国
保
育
園
、
木
の

国
学
童
、
船
越
保
育
園
、
お

ひ
さ
ま
保
育
園
、
む
ぎ
の
子

共
同
保
育
園
及
び
愛
地
友
遊

３

委
員
長
は
、
委
員
の
互

選
に
よ
り
選
出
す
る
。

４

委
員
長
は
、
委
員
会
を
代

表
し
委
員
会
を
運
営
す
る
。

５

委
員
会
は
、
理
事
及
び
監

事
の
任
期
満
了
の
日
の
14
日

前
ま
で
に
候
補
者
を
選
出
し
、

推
薦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
5
条

こ
の
要
綱
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
理
事
及
び
監

事
の
選
考
に
関
し
、
必
要
な

事
項
は
、
委
員
会
に
お
い
て

定
め
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
29
年
3

月
23
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
益
社
団
法
人
南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
出
要
綱

理
事
及
び
監
事
候
補
者

選
出
委
員
会
委
員

委
員
長

中
村
正
賢
理
事

委

員
大
湾
政
松
理
事
長

委

員

知
念
進

副
理
事
長

委

員

古
謝
景
進
理
事

委

員

小
川
盛
男
理
事

委

員

宮
城
徳
雄
班
長

委

員

城
間
幸
一
班
長

委

員

當
山
正
信
班
長

班
長
＝
地
域
班
長

保
育
園
の
６
施
設
、
１
９
５
人

の
学
童
や
園
児
た
ち
が
、
早
速

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
体
験

を
し
ま
し
た
。

新
し
く
整
備
さ
れ
た
ほ
場
は

６
６
０
㎡
（
２
０
０
坪
）
で
、

こ
れ
ま
で
の
ほ
場
よ
り
１
６
５

㎡
（
約
５
０
坪
）
程
、
広
く
な
っ

て
い
ま
す
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
当
セ

ン
タ
ー
が
ス
ス
キ
が
伸
び
放
題

に
な
っ
て
い
る
畑
を
、
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
を
導
入
し
て
伐
開
、

そ
の
後
、
青
少
年
の
家
職
員
や

シ
ル
バ
ー
会
員
が
一
緒
に
な
っ

て
耕
運
機
を
使
っ
て
「
汚
泥
醗

酵
く
が
に
１
号
」
の
２
次
製
品

を
施
肥
し
園
児
た
ち
の
通
路
に

敷
草
代
わ
り
の
エ
コ
チ
ッ
プ
を

敷
く
な
ど
、
見
事
な
体
験
農
場

に
変
身
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
植
え
つ
け
た
サ

ツ
マ
イ
モ
は
、
11
月
頃
収
穫
で

き
る
予
定
で
、
玉
城
青
少
年
の

家
で
は
、
直
に
園
児
た
ち
が
収

穫
し
た
芋
を
使
っ
て
イ
モ
餅
や

ふ
か
し
芋
な
ど
の
料
理
体
験

（
収
穫
祭
）
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
引
き
続
き
園
児

達
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付

け
体
験
を
11
月
頃
行
い
、
2
月

下
旬
頃
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫

祭
と
、
料
理
体
験
（
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
餅
等
）
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
園
児
た
ち

は
今
か
ら
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

カズラの植え付け中

受賞式の川端さん(中)


